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抄 録 
自分では完璧のつもりで終えた症例でも、後で見直してみると、「こうし
ておけば良かった」「ここが気に入らない」という点がたくさん出てきま
す。（特に、自分の場合はそれが多くて反省することばかりです。）自分の
眼は２つしかなく、どうしても偏った見方をしてしまうのだと思います。 
ここに、審美と機能回復を担当する技工士、炎症と生活習慣を管理してい
く衛生士、そして何より患者自身の眼を加えることにより、様々な改善点
が発見できます。それを可能にするのが、診断用 WaxUp・ＣＲの模索・
プロビジョナル 
レストレーションという流れだと思われます。これを、患者を含めたみん
なで詰めていくことが、後悔の少ない症例（もちろん患者自信も満足でき
る症例）へつながると考えます。 
今回、テンポラリーから、プライマリープロビジョナル、セカンダリープ
ロビジョナルという流れに沿いながら、みんなで試行錯誤し、現在ファイ
ナルプロビジョナルレストレーションまでたどり着いた症例を見ていた
だき、ご意見・ご指導をいただきたいと思います。 


